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Logical Domains (LDoms) MIB 1.0.1 
リリースノート

このリリースノートには、今回のリリースの Logical Domains (LDoms) 
Management Information Base (MIB) 1.0.1 ソフトウェアに関する次の情報が記載さ
れています。

■ 1 ページの「LDoms MIB 1.0.1 ソフトウェアに影響するバグ」

LDoms MIB 1.0.1 ソフトウェアに影響す
るバグ
この節では、今回のバージョンのソフトウェアを使用した場合に発生する可能性のあ
るバグの概要を示します。バグの説明は、バグ ID の番号順に記載されています。回
復手順および回避方法がある場合には、それらも示します。

ldomIOBusTable alias プロパティーに CLI 出
力との一貫性が必要 (バグ ID 6574777)
LDoms MIB 1.0.1 ソフトウェアの ldomIOBusTable alias プロパティーは、
Logical Domains Manager CLI と同じ値をサポートする必要があります。詳細は、2 
ページの「I/O バスの alias プロパティーが XML の ldm list-bindings 出力に
表示されない (バグ ID 6582402)」を参照してください。

回避方法: ありません。
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I/O バスの alias プロパティーが XML の ldm 
list-bindings 出力に表示されない (バグ ID 
6582402)
現在、ldm list-bindings コマンドの XML 出力には、I/O バスの alias プロパ
ティーが表示されません。ただし、ldm list-bindings コマンドの CLI 出力に
は、このデータが表示されます。

回避方法: ありません。

Version 2 (-v2c) または Version 3 (-v3) オプショ
ンを指定した snmptable コマンドが機能しない 
(バグ ID 6521530)
-v2c または -v3 オプションを指定した Solaris 10 OS の snmptable(1M) コマンド
を使用して、LDoms MIB 1.0.1 ソフトウェアに対してクエリーを実行すると、空の 
SNMP テーブルを受け取ります。Version 1 (-v1) オプションを指定した snmptable 
コマンドは、予期したように機能します。

回避方法: GETBULK ではなく、GETNEXT 要求のみを使用する -CB オプションを使用
して、データを取り出してください。詳細は、『Logical Domains (LDoms) MIB 
1.0.1 管理ガイド』の「SNMP Version 2 (v2c) の場合の snmptable(1M) コマンドの
使用例」を参照してください。
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